
福島第2原子力発電所 
福島第1原子力発電所 

原発警戒区域 
20km圏 

凡  例 

高速道路 

通行可能区間 

通行止め区間 
一般国道 

通行止め区間 

通行可能区間 

  東北地方太平洋沖地震 道路復旧状況等について  
道路局 

平成23年5月17日  
10:00現在 

※ １,２,８,９,０ナンバー及び緑、黒ナンバーの車両。 
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一般開放 緊急交通路 GW 

（3/22 10:00に一般開放） 

3/10 ： 20,200台/日（震災前） 

（千台／日） 

3/10 ： 29,300台/日（震災前） 

（千台／日） 
（3/24 6:00に一般開放） 

（3/22 10:00に緊急車両及び大型車等※のみ開放） 

緊急車両及び 
大型車等※ 緊急交通路 一般開放 GW 

緊急車両及び 
大型車等※ 緊急交通路 一般開放 GW 

（千台／日） 
（3/22 10:00に緊急車両及び大型車等※のみ開放） 

（3/24 6:00に一般開放） 

3/10 ： 23,900台/日（震災前） 

一般開放（3/19） 

（3/19 12:00に一般開放） 

3/10 ： 93,500台/日（震災前） 

（千台／日） 

GW 
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凡例 
国際拠点港湾 
及び重要港湾 

釜石港 

青森港 

港湾局の取り組みについて     

国土地理院電子国土による 

港 湾 局 

平成２３年５月１７日 

 １ ０ 時 ０ ０ 分 現 在 

仙台塩釜港（仙台港区）
（吃水制限10.2m） 

茨城港（常陸那珂港区）（吃水制限5.5m） 

茨城港（大洗港区）（吃水制限5m） 

Ⅱ 港湾局の取り組み 

①港湾機能の復旧のための初動対応 

  ・被災港湾において、航路の啓開、岸壁の応急復旧等により、 
   緊急物資等の輸送能力を増強 
   →暫定利用可能岸壁数（水深4.5m以深の公共岸壁：地方港湾含む） 
             １４２／３７３バース（３８％） 
   （ただし、施設の大部分で復旧工事が必要で、吃水制限や上載荷重制限 
    がかかっている） 

  ・被災港湾において、港湾運送事業者による荷役作業体制を構  
   築 
 

②大型浚渫兼油回収船等による被災者への非常食・飲料
水・燃料等の提供 

  ・「白山」（4,185㌧）、「清龍丸」（4,792㌧）、「海翔丸」（4,651㌧）、   
    「広域防災フロート」（ 1,745㌧ ）が非常食14,300食、飲料水 
   22,600L、重油29,000L等の支援物資を被災地に提供 
 

③沖合で確認された漂流船を海上保安部と連携して久慈 
  港等６港に収容 
 

④震災廃棄物（瓦礫）の埋立処分の候補地について検討 
 

⑤東北地方整備局に全国の整備局等よりＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ 
   要員を派遣（延べ762人・日） 
 

⑥東京湾周辺の港湾における放射線量の測定状況につ 
  いて情報提供 
 

⑦港湾における放射線測定ガイドラインを作成 

利用可能な港湾の位置 
（水深4.5m以深の公共岸壁） 

被災した釜石港津波防波堤（北堤） 

Ⅰ 港湾の被害の概況 

  １．津波により青森港以外の被災地の港湾機能が停止 
２．津波高さは八戸港で防波堤内で６．４ｍ、防波堤外 
  で８．４ｍ（国土技術政策総合研究所、（独）港湾空港技術研究所の 
   速報による） 

３．大船渡港、釜石港の津波防波堤をはじめ防波堤に
甚大な被害 

４．岸壁、荷役機械等にも多くの被害  八戸港 
（吃水制限12.5m） 

久慈港 
（吃水制限8m） 

仙台塩釜港（塩釜港区） 

相馬港（原則は日中航行のみ） 

小名浜港（原則は日中航行のみ） 

大船渡港 

茨城港（日立港区）（吃水制限9m） 

鹿島港（吃水制限8m） 

石巻港（吃水制限10.2m） 

むつ小川原港 

※八戸港以南で供用している岸壁
は一部である。 
また、施設の大部分で復旧工事が
必要で、吃水制限や上載荷重制限
がかかっている。 

地方港湾 

女川港 

気仙沼港（吃水制限4.4m） 

宮古港 
（吃水制限9m） 

10 



酒田 

新潟  仙台 

小樽 
苫小牧 

宮古 

小名浜 

秋田 

青森 

函館 

東京 

被災地への支援のため、地元の要請に応じた緊急物資輸送や船舶の派遣を展開中。 
 ・フェリーによる自衛隊員等や車両など災害復旧要員の緊急輸送 
 ・タンカーによる燃料油等の緊急輸送 
 ・（独）航海訓練所練習船等による被災者への炊き出し支援、など。 

船舶による緊急物資輸送等への対応   
海 事 局 
平成２３年５月１７日 
１ ０ 時 ０ ０ 分 現 在  

八戸 

鹿島 

日立 

ＲＯＲＯ船航路の再開 

・4月6日より隔日運航で再開、4月12日より毎日運航、 

 川崎近海汽船㈱・近海郵船物流㈱（常陸那珂～苫小牧） 

・4月8日より隔日運航で再開 フジトランス・コーポレーション 

 （名古屋～仙台～苫小牧） 
・5月18日より運航再開 

 川崎近海汽船㈱（常陸那珂～北九州） 

常陸那珂 

燃料油の輸送 

緊急物資・要員・資材の輸送 

被災者支援のための派遣 

フェリー、離島航路再開 

ＲＯＲＯ船航路の再開 

※日付は入港日 

名古屋 

 
 
フェリー航路の再開 
川崎近海汽船㈱ 
 ・３月２２日より、八戸～苫小牧 
  航路を青森～苫小牧航路へ 
  変更して再開 
太平洋フェリー㈱ 

 ・3月28日より限定再開（旅客取扱なし） （苫小牧～仙台） 

 ・4月11日より限定再開（旅客取扱なし） 

  （名古屋～仙台～苫小牧） 

 ・4月28日より苫小牧～仙台間で旅客取扱開始 

  

発災直後から、タンカーに
よる燃料油等の日本海側
港湾への輸送 
 
港湾からは、タンクローリー
（20kl/台）による陸送 
 
のべ409隻 
燃料油約148万1千kl 
原油4万5千kl 
ＬＰＧ等約1万9千㌧ 

タンカーによる燃料油等の太平洋側港湾への輸送 
港湾の啓開作業に合わせて、 
3月21日仙台塩釜港、3月23日八戸港、3月25日鹿島港、 
3月29日日立港、小名浜港へ順次入港。のべ444隻 
燃料油約123万2千kl、原油2万9千kl、プロパン等約5千5百㌧ 

  
 
 
 
 
 
 
3月12日より、フェリーによる 
 自衛隊、道警、道消防等 
 の要員、車両の輸送 
 （計194便、車両約8,000台、  
  自衛隊員等約29,100名） 

離島航路の再開 

・3月24日より限定再開 

  網地島ライン㈱（石巻～仁斗田～網地） 

・3月26日より限定再開    

  塩釜市営 

 （4月13日より塩釜～桂島～野々島～石浜～寒風沢） 

・3月30日より限定再開 

大島汽船㈱（浦ノ浜～気仙沼） 

航海訓練所練習船等による被災者支援 
・銀河丸（3/20～22日、宮古港にて、 
 医療品、軽油、炊き出し、風呂の提供） 
 
・海王丸（3/21～27日、小名浜港にて、炊き出し、風呂、宿

泊施設の提供） 
 
・ふじ丸（4/11、12、15日、大船渡港にて、13、14日、釜石港

にて、16、17日、宮古港において食事、風呂の提供等） 

北九州  11



　○運転再開予定の路線 
① 石巻線 前谷地～石巻 ５月１９日頃
② ひたちなか海浜鉄道勝田～阿字ヶ浦 ７月中旬
③ 鹿島臨海鉄道 新鉾田～大洋 ７月中旬頃目標

仙台都市圏
④ 仙石線 東塩釜～高城町 ５月下旬
⑤ 仙台空港線 名取～美田園 ７月下旬
⑥ ９月末目標美田園～仙台空港仙台空港線

新
青
森

北海道方面 

山田線 

釜石線

八
戸
線

陸中野田 

久慈 

青
い
森
鉄
道
線

い
わ
て
銀
河

 
 

鉄
道
線

秋田新幹線 
田沢湖線 

三
陸
鉄
道

奥羽線 
東
北
新
幹
線

盛岡 

花輪線 

大曲 

八
戸

東
北

宮古 

小本 

階上 

青
森

秋田 

釜

：運転中 

：運休 

：運転再開予定の路線 

 凡例 

鉄道関係の復旧状況    
鉄 道 局 

平成２３年５月１７日 

 １０時００分現在 

長野 

東京 

米沢 

釜石線 

大船渡線 

気仙沼線 

東
北
線

黒
磯

常
磐
線

羽
越
線 

磐
越
東
線

高
崎
線

長
野
新
幹
線

上
越
線

上
越
新
幹
線

新潟 

野
岩
鉄
道
線

東
武
線

北
線

十
日
町

仙台

余目 

会津鉄道線 

陸
羽
西
線

一ノ関 

成田 上野 

いわき 

仙台都市圏 

仙石線

岩
切

あおば通 

東北線

東北新幹線 

仙山線 

常
磐
線

仙台

東北新幹線 

富沢 

泉中央 

仙台市交通局 

利
府

東
北
線 

仙台空港線 

小
出

新庄 

亘理 

高崎 

山
形
新
幹
線

奥
羽
線 

山
形

陸
羽
東
線

友部 

釜
石

気仙沼 

女川 
石巻

陸前高田 

大船渡 

福島第一原発 

福島第二原発 

松
島

小山 
鹿
島
臨
海
鉄
道大洋 

鹿島ｻｯｶｰ  
ｽﾀｼﾞｱﾑ 

新鉾田 
水
戸

常
陸
太
田

磐越西線 

前谷地 石巻線 

東塩釜

仙石線 

宇都宮 

岩沼 

阿
武
隈
急
行
線

福島 

東
北
新
幹
線

飯
山
線

仙台空港

槻木 

名取 

大洗 

酒田 

只見線 
郡山 

小牛田 

柳津 

① 

高
城
町④ 

久ノ浜 

勝田 
阿字ヶ浦 
ひたちなか 

② 

美田園⑤ 

⑥ 

③ 
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空港関係の復旧状況 

（凡例） 
● 国管理空港 
○ 特定地方管理空港 
▲ 地方管理空港 
☆ 共用空港 

 
 

● 

A滑走路長：1200m 
B滑走路長：3000m 
１３日から民航機就航再開 
※5月2日までは24時間運用 
（通常運用時間：０７：３０～２１：３０） 

仙台空港 

▲  
滑走路長：2500m 
※4月１９日までは24時間運用 
※5月１３日まで運用時間延長（4.5時間） 
（通常運用時間：08:30～20:00） 
                          

福島空港 

● 

B滑走路長：2500m 
A滑走路長：1314m 
通常運用時間：07:30～20:30 

新潟空港 

○ 

▲ 

滑走路長：2000m 
通常運用時間：07:00～22:00 

庄内空港 

 
滑走路長：2000m 
※4月7日までは24時間運用 
※4月28日までは運用時間延
長(４時間） 
（通常運用時間：08:00～19:30） 
                      

山形空港 

▲ 

 
滑走路長：2500m 
運用時間延長（１時間） 
※3月31日までは24時間運用 
（通常運用時間：08:00～19:30） 
                         

▲ 
☆ 

滑走路長：3050m 
通常運用時間：08:30～20:00 

▲ 

滑走路長：2000m 
通常運用時間：08:00～19:30 

○ 

滑走路長：2500m 
通常運用時間：07:00～21:30 

滑走路長：3000m 
通常運用時間：07:30～21:30 

青森空港 

 
自衛隊基地等 

相馬原 
（そうまがはら） 

飛行場 
500m×30m 

708m×30m 
400m×15m 

霞目（かすみのめ） 
飛行場 

神町（じんまち） 
駐屯地 

八戸（はちのへ） 
飛行場 

2250m×45m 

☆ 

A滑走路長：2700m 
B滑走路長：2700m 

通常運用時間：09:30～21:00 

茨城空港（百里飛行場） 

三沢空港〈三沢飛行場） 

花巻空港 

大館能代空港 

秋田空港 

松島（まつしま） 
飛行場 

2700m×45m 
1500m×45m 

赤字：閉鎖中 
青字：運用可能 

Ⅰ 仙台空港の復旧等空港運用状況 
 

 ○甚大な被害を受けた仙台空港は早期の復旧作業を進め、 
  救援機のための滑走路を確保し、３月１８日夕刻の一番機 
  到着以降、米軍機（c-130、c-17）による救援物資輸送が 
  展開。（３月２９日からは夜間含め３０００ｍ使用可能（救援 
  機のみ）） 
 ○4月13日から、民航機就航再開。 
 ○仙台空港含め、被災地周辺の１３空港全て利用可能。 

Ⅱ 救援航空機等の活動確保 
 

 ○山形空港（4月28日まで）、福島空港（5月13日まで）、花   
  巻空港は運用時間延長（山形空港4月7日まで、花巻空 
  港3月31日まで、福島空港4月19日まで24時間運用） 
 ○救援航空機以外の航空機に対し、1500ft以下の飛行自 
  粛を強く要請 
 ○航空機からの救援物資投下の際必要となる届出等手続 
  き弾力化 
 ○救援航空機の耐空証明及びその乗員の航空身体検査 
  証明について、有効期間満了後の活動を確保するため 
  の許可手続き弾力化  

Ⅲ 東北方面との輸送力の確保 
 

 ○東北地域の各空港において、定期便や、臨時便運航
等、 
  輸送力確保のためあらゆる努力を推進。 
 ○５月１７日の臨時便の合計３０便（運用時間延長も活用） 

航 空 局 

平成２３年５月１７日 

１ ０ 時 ０ ０ 分 現 在 
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仙台 

4 

4 

国土地理院による 

仙台空港 

郡山 

福島 

花巻 

青森 

松島基地 

福島空港 

茨城空港 

花巻空港 

緊急物資の輸送状況について 

トラック  貨物鉄道 

技術総括審議官 
平成２３年５月１７日 

１０時００分現在 

○ トラックによる緊急輸送について、政府の緊急災害対

策本部の要請を受けた緊急物資について、全日本トラッ
ク協会に対し協力を求めてきたところ。これを受け、トラッ
ク事業者において、パン、おにぎり等の食糧、毛布、カイ
ロ等の救援物資の被災地に向けた輸送を実施。 
○ 現時点までの累計は下記のとおり。 

岩手県 

食糧品 3,735,956食 

飲料水 800,852本 

毛布等 126,100枚 

延べ輸送先数 538地点 

宮城県 

食糧品 8,582,431食 

飲料水 974,847本 

毛布等 136,808枚 

延べ輸送先数 793地点 

福島県 

食糧品 6,487,056食 

飲料水 2,416,740本 

毛布等 184,451枚 

延べ輸送先数 646地点 

茨城県 

食糧品 150,508食 

飲料水 115,206本 

毛布等 10,800枚 

延べ輸送先数 40地点 

その他の被災地 

食糧品 21,200食

飲料水 294,320本

延べ輸送先数 15地点

：具体的な輸送先 
の所在市町村 

大型タンク貨車  コンテナ車 

被災地への 
緊急物資輸送（合計） 

食糧品 18,977,151食

飲料水 4,601,965本

毛布等 458,159枚

延べ輸送先数 2,032地点

その他、発電機（560台）、反射
式ストーブ（2,510台）、ポケット
線量計（837個）、トイレ（5,297
台）、おむつ（253,669個）、コー
ト（61,600着）、ラジオ（3,000個）、
テント（900帳） 等 

秋 田 

酒 田 

新 潟 

長 岡 

弘 前 

青 森 

八 戸 

盛 岡 

仙 台 

宇都宮 

倉賀野 

熊 谷  土 浦 

水 戸 

日 立 

大 館 

郡 山 

  凡例     

      ：運行中  

        ：運休 

                      ：代行輸送 
         （主なもの） 

１．東北向け石油列車の運行 
 
 ① 横浜（根岸駅）から盛岡行の石油列車（東北線経由） 
   ・輸送量（１日あたり）最大約１，９００ｋｌ 
     ⇒（２０ｋｌ積みタンクローリー約１００台分） 
 ② 首都圏から郡山行の石油列車（東北線経由） 
   ・輸送量（１日あたり） 最大約３，８００ｋｌ 
     ⇒（２０ｋｌ積みタンクローリー約１９０台分） 

 
２．コンテナ列車の運行 
 
 ① 東北線は全線、常磐線は東京方面～土浦間のコンテ 
  ナ列車を運行。 
 ② 不通区間におけるトラック代行輸送を実施 
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１００
km 

東北地方を発着する高速バスの運行再開・新設状況  

国土地理院電子国土による 

（自動車交通局作成） 

首都圏 

（東京、新宿、上野、渋谷、池袋、板橋、品川、浜松町、新木場、新越谷、千葉、横浜、本厚木、成田空港、羽田空港、新浦安） 

新潟空港 

宮古 

青森 

弘前 

能代 

日立 

花巻空港 

青森空港 

いわき 

    東北自動車道・常磐自動車道関連幹線路線 

岩手県内－首都圏【８往復/日】 

福島県内（いわきを除く）－首都圏【２８往復/日】 

山形－首都圏【５往復/日】 

青森県内－首都圏【８往復/日】 

仙台－山形【７６往復/日】 

いわき（福島）－首都圏【３３往復/日】 

仙台－北陸【２往復/日】 

山形－京都・大阪【１往復/日】 

富山 
金沢 

横手 羽後本荘 

新庄 

仙台－首都圏【１５往復/日】 

常陸太田 

茨城県内－首都圏【４０往復/日】 

《上越新幹線》東京－新潟 

仙台－新潟【８往復/日】 

運行区間  往復 

仙台～青森県内  13 

仙台～岩手県内  41 

仙台～秋田県内  20 

仙台～山形県内(山形を除く)  21 

仙台～福島県内(福島を除く)  35 

岩手県内～青森県内  9 

岩手県内～宮城県内 
(仙台を除く) 

10 

岩手県内～秋田県内  14 

岩手県内  24 

宮城県内  128 

福島県内  52 

秋田県内  6 

【被災地と東北管内の地域を結ぶ路線】 

会津若松 

自 動 車 交 通 局 
平成２３年５月１７日 
１ ０ 時 ０ ０ 分 現 在 

七戸十和田 

三沢空港 

盛岡 
秋田 

秋田空港 

《秋田新幹線》盛岡－秋田 

福島空港 

大子 

常陸大宮 

仙台－名古屋【１往復/日】 

福島・郡山－京都・大阪【１往復/日】 

仙台－佐野・桐生・前橋・高崎 
【２往復/日】 

秋田県内－首都圏【５往復/日】 

仙台－京都・大阪【１往復/日】 

一ノ関 

気仙沼－首都圏【１往復/日】 

盛岡－花巻空港【７往復/日】 

仙台－福島【３９往復/日】 

盛岡－福島【２往復/日】 

那須塩原 

仙台空港 

郡山 

山形空港 

《東北新幹線》東京－新青森 

花巻 

山形 

福島 

新潟 

《山形新幹線》新庄－福島 

仙台 

15 



福島第１原発 

福島第２原発 
避難指示区域 

馬淵川 
 13箇所 

【河川】 平成２３年５月１６日１７：００現在、 ２，１１５箇所（直轄管理河川）で被災を確認。うち、６水系５３箇所を
緊急復旧事業対象とし、１３箇所で対策実施中、４０箇所で対策完了。 
【海岸】岩手、宮城、福島３県（堤防護岸延長約300km）について、ヘリ空撮映像等をもとに可能な範囲で概略的
に調査したところ、約190kmで堤防の全壊・半壊を確認。 
 
 

いなしき 

※被災写真は、主要な被災状況を掲載したものである。 

背後地人口約５，０００人 

背後地人口約９，０００人 

ゲートが損傷し、操作困難。流下阻害の恐れ 

 背後地は低平地 

被災状況 

ほぼ全域に渡り堤防が倒壊及び水没 

河川・海岸の被災・復旧状況 河 川 局 
平 成 ２ ３ 年 ５ 月 １ ７ 日 
   １０時００分現在 

 首都圏を洪水から守る堤防であり緊急復旧中 

緊急復旧を完了し、下流釜谷地区の孤立を解消 

 
 

 

特に緊急的な対応が 
必要な箇所（河川堤防等） 
（赤：対策中、青：対策完了） 

 

被災状況 

２０日現在 被災状況（仙台湾南部海岸（直轄施行区域）） 

 堤防亀裂 

那珂川【水戸市】 

被災状況 

3/14 工事用道路 
    １車線復旧完了 

緊急復旧を完了し、 
下流釜谷地区の孤立を解消 

被災状況 

２０日現在 

背後地人口約５，０００人 

江戸川【幸手市】 

被災状況 

 首都圏を洪水から守る堤防であり緊急復旧中 

堤防法崩れ 

緊急復旧後 

首都圏を洪水から守る堤防 

堤防沈下 

ほぼ全域に渡り堤防が倒壊及び水没 

堤防に異常が見られる区域 

背後地は低平地 

復旧中 

北上川【石巻市】 

被災状況 

堤防決壊流出 

堤防崩落 

北上川     
646箇所 

鳴瀬川     
364箇所 

名取川          
 35箇所 

阿武隈川          
137箇所 

久慈川            
 110箇所 

那珂川            
129箇所 

 利根川            
 659箇所 

  荒川            
 22箇所 

   海岸堤防に大きな異常が   
   見られる区域 

岩手県,宮城県,福島県内
の海岸堤防約300kmのう
ち約190kmが全壊,半壊 

4/6 工事用道路 
   ２車線に拡幅完了  

工事用道路の拡幅が完了し、 
対面交通が可能となる。 

緊急復旧後 

緊急復旧後 北上川【大崎市】 

霞ヶ浦【稲敷市】 緊急復旧後 
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田老浄化センター 

大平下水処理場 

大船渡浄化センター 

石巻東部浄化センター 

仙塩浄化センター 

南蒲生浄化センター 

県南浄化センター 

新地浄化センター 

相馬市下水処理場 

下水道関係の被災及び応急復旧状況と取組み状況    
都 市 ・ 地 域 整 備 局 

平成２３年５月１７日 

 １ ０ 時 ０ ０ 分 現 在 

 
○ 岩手県、宮城県、福島県及び茨城県の沿岸部にある下水処理場１９箇所が、主に津波による機械電気

設備の損壊等により稼働停止。これら処理場のうち、汚水流入のある１０箇所では、仮設の沈殿池を設
置して、その上澄みを消毒処理する簡易処理等により応急対応を実施中。 

○ 管渠については、１３５市町村等の下水管66,013kmのうち、946kmで被災（目視調査ベース）。破損箇
所については、仮配管や仮設ポンプ設置等による応急対応を実施中。 

津波により浸水する下水処理場 
（仙台市 南蒲生浄化センター） 

仮設配管による応急復旧状況 
（千葉県 習志野市） 

下水道施設の被害及び応急復旧状況 

 
① 支援体制の構築 

・本省下水道部内に下水道支援調整チーム、東北地方整備
局建政部、関東地方整備局建政部内に下水道現地支援
本部を設置し、復旧支援に係る総合調整、被害状況の把
握・とりまとめ、復旧方策についての助言等を実施 

 

② 要員の派遣 
・3/12に先遣隊（国交省・東京都・日本下水道事業団）を派遣し、被
害状況を調査 

・青森県・岩手県・宮城県・福島県・茨城県・埼玉県・仙台市・千葉
県（浦安市、香取市）に対して、被災状況の調査等の支援のため、
都道府県・政令市・一般市・日本下水道事業団・下水道新技術推
進機構・日本下水道協会より要員を派遣（延べ６，４１１人） 

 

③ 日本下水道事業団の取組み 
・下水処理場が停止・損傷している箇所において、関係機関と連携
しつつ、簡易処理等による緊急対応や復旧計画策定について支
援中 

下水道部等の取組み 

野田浄化センター 

陸前高田浄化センター 

大槌浄化センター 

雄勝浄化センター 

気仙沼終末処理場 

北泉浄化センター 

北地区浄化センター 

南地区浄化センター 

富岡浄化センター 

蛇谷須浄化センター 双葉浄化センター 

浪江浄化センター 

新町浄化センター 

汚泥リサイクルセンター 

津谷街浄化センター 

山元浄化センター 

凡例 

流入汚水なし（8箇所） 

汚泥処理場（1箇所） 

不明（9箇所） 

〈稼働停止している下水処理場〉 

応急対応中（10箇所） 

那珂久慈ブロック広域汚泥処理施設 

液状化により隆起したマンホール 
（千葉県 浦安市）

〈被災状況不明の下水処理場〉 

小高浄化センター 

仮設脱水機 
（仙台市 南蒲生浄化センター） 

膜処理ユニットによる処理場と別位置 
での応急対応状況（陸前高田市）

仮設沈殿池 
（宮城県 県南浄化センター） 

広野浄化センター 
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岩手県 

宮城県 

福島県 

応急仮設住宅、公営住宅等の状況等について  住    宅    局 
平成２３年５月１７日 

１０時００分現在 

・応急仮設住宅14,000戸を当面の 
 必要戸数として公表 

（178地区（9,529戸）で着工済み（うち3,002戸完成)) 
 

・応急仮設住宅30,000戸を当面の 
 必要戸数として公表 

・応急仮設住宅24,000戸を当面の 
 必要戸数として公表 

（161地区（12,730戸）で着工済み（うち5,831戸完成)) 

（103地区（9,559戸）で着工済み（うち2,338戸完成）） 

岩手県 

宮城県 

福島県 

  公営住宅等 UR賃貸住宅 

全国 約22,000戸 約5,100戸 

うち東北地方 約1,700戸 約130戸 

被災者に対し提供可能な空き室 

その他、応急仮設住宅を栃木県が20戸（１地

区（20戸）で着工） 、千葉県が230戸（３地区（230

戸）で着工）、長野県が55戸（２地区（55戸）で着

工）を必要戸数として公表 

◇ 公営住宅等の活用 
 広域的に確保されている公営住宅等の情報を一元的に提供し、申込みの円滑化を図る 
 ため、「被災者向け公営住宅等情報センター」を設置 （３月22日）。 
 これまでに、公営住宅等約4,500戸、ＵＲ賃貸住宅約730戸の入居が決定している。 
 
  ◇ 民間賃貸住宅の活用 
 被災者が民間賃貸住宅の入居を希望する場合に、円滑に情報を入手できるよう、３月 
 28日より「被災者向け公営住宅等情報センター」において情報提供を開始。 
 各県で借上対象となる民間賃貸住宅について、順次、市町村に配分し、募集を実施。 
 これまでに、約1,700戸の入居が決定。 
 

計 ４５０地区32,133戸着工済み(うち11,436戸完成) 
４９地区1,789戸着工予定 

◇ 応急仮設住宅等 
 ３月14日に大臣より、概ね２ヶ月で約３万戸供給、さらに４月5日に、その後の３ヶ月で 
 ３万戸程度の供給が行えるよう、供給の主力となる（社）住宅生産団体連合会に対し 
 要請。 
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青森 

岩手 

宮城 

福島 

【青森船隊】 
巡視船  ２隻 
巡視艇  ２隻   

八戸海上保安部 

釜石海上保安部 

宮城海上保安部 

福島海上保安部 

【岩手船隊】 
巡視船  ７隻 
巡視艇  ６隻 
 
 
  

【宮城船隊】 
巡視船  ７隻 
巡視艇  ６隻   

【福島船隊】 
巡視船  ８隻 
巡視艇  ５隻 
   

【航空機】 
固定翼  ４機 
回転翼 １５機 
 
特殊救難隊  ６名 
機動救難士  ６名 
機動防除隊  ４名 
   

①要救助者（陸上孤立者を含む）の捜索 
  救助、被災患者等の緊急搬送 
   救助実績 ３６０人 
   漂流船の生存者等調査確認 ４６１隻（全て無人） 
   漂流遺体 ２１３体を揚収 
 
②原発に係る避難指示区域周辺海域の 
  監視警戒 
   航行警報発出 
   警戒区域を含む緊急時避難準備区域の監視警戒 
   
③緊急輸送物資の海上輸送に関する港内 
  の安全対策 
   水路測量等により港内の安全を確認 
   １５港において一部供用開始 

 
④航路標識の早期復旧、航路障害物の除 
  去等による船舶交通の安全確保 
   航路標識の被害状況 
     倒壊・傾斜１１基、消灯２基、 
     移動・流出５基、欠射０基 
   航行警報による航路標識の異常、障害物の周知 
   緊急物資輸送に供する港湾内を優先的に応急復旧 
   航路障害物となっている漂流船の除去 ７３隻 

 
⑤支援物資の緊急輸送及び現場支援 
   被災地域の要望に応じ、巡視船艇、航空機により 
   支援物資を輸送、提供 

対応勢力（東北地方太平洋側） 
 巡視船艇等54隻 航空機19機 
（うち派遣船艇35隻、航空機15機） 
被害の状況に応じ、船隊を編成替え予定 

【特任船】 
巡視船       ７隻 
航路標識測定船 １隻 
測量船       ３隻 
   

海上保安庁の対応について 海 上 保 安 庁 
平成２３年５月１７日 
 １０時００分現在 
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